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７
月

19日
か
ら

20日
に

か
け
て
１
泊
２
日
で
実
施

し
た
第
５
回
キ
ャ
ン
パ
ス

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｋ
―
Ｃ
Ａ
Ｐ
）は
、

雨
天
の
た
め
主
会
場
を
ア

ウ
ト
ド
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
本
学
体
育
館
へ
変
更
し

て
行
い
ま
し
た
。
「
子
ど

も
と
健
康
」
「
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
理
論
」
「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実

習
」
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

北
海
道
」
の
授
業
を
履
修

す
る
学
生

27名
に
、
地
域

に
お
住
ま
い
の
親
子
モ
ニ

タ
ー
４
名
を
加
え
た
総
勢

31名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
は
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
用
の
フ
ロ
ア
レ
ス
テ

ン
ト
や
自
立
型
テ
ン
ト
を

設
置
し
、
限
ら

れ
た
空
間
を
活

用
し
て
仮
設
避

難
所
を
想
定
し

た
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
音

楽
に
合
わ
せ
た

準
備
体
操
や
自

然
体
験
を
想
定

し
た
模
擬
授

業
、
防
災
教
育

な
ど
に
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
、

学
生
た
ち
は
協

力
し
な
が
ら
設

定
さ
れ
た
課
題

に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
で
必
要
な
テ
ン
ト
設

営
な
ど
の
ハ
ー
ド
ス
キ
ル

に
加
え
、
子
ど
も
を
楽
し

ま
せ
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
も
実
践

的
に
学
び
ま
し
た
。
災
害

時
の
環
境
の
厳
し
さ
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
雨
天
時

の
対
応
力
、
保
育
者
と
し

て
の
判
断
力
・
適
応
力
、

非
認
知
能
力
を
高
め
る
貴

重
な
学
び
の
場
と
な
り
、

自
然
体
験
活
動
や
防
災
教

育
の
重
要
性
を
再
認
識
す

る
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。
（
幼
児
・
児
童
教
育

学
科
教
授
／
田
中
一
徳
）

（
防
災
士
）
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「「
短短
歌歌
のの
庭庭
」」
開開
催催

こ
っ
そ
り
教
え
ま
す
！
短
歌
・
俳
句
を
詠
む
コ
ツ

　
国
文
学
科
教
授

月
岡
道
晴

６

源源
氏氏
物物
語語
をを
楽楽
しし
むむ
会会
『『
げげ
んん
じじ
』』

発発
足足

1100周周
年年
記記
念念
講講
演演
会会
にに
参参
加加
しし
てて

学
生
支
援
企
画

エスコンフィールドでエスコンフィールドで
日ハム対楽天戦を観戦日ハム対楽天戦を観戦

　
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で

実
施
さ
れ
た
雪
洞
実
験
の

成
果
が
、
７
月
２
日
に
イ

タ
リ
ア
・
リ
ミ
ニ
で
開
催

さ
れ
た
欧
州
ス
ポ
ー
ツ
科

学
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
　
２
０

２
５
）
に
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
演
題
は
「
雪
洞
滞

在
中
の
生
理
的
ス
ト
レ
ス

に
対
す
る
保
温
ア
ル
ミ
シ

ー
ト
の
効
果
～
内
側
覆
い

／
外
側
覆
い
と
外
側
覆
い

条
件
の
比
較
」
。
本
研
究

は
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学

の
小
野
寺
昇
教
授
を
研
究

責
任
者
と
し
、
国
学
院
大

学
の
原
英
喜
名
誉
教
授
を

含
む

23名
の
研
究
者
チ
ー

ム
に
よ
る
共
同
研
究
で

す
。
本
研
究
で
は
、
雪
山

で
の
遭
難
を
想
定
し
、
実

際
に
雪
洞
を
掘
っ
て
滞
在

し
な
が
ら
、
保
温
用
ア
ル

ミ
シ
ー
ト
を
防
寒
着
の

「
内
側
と
外
側
の
両
方
に

巻
く
条
件
」
と
「
外
側
の

み
に
巻
く
条
件
」
で
体
温

保
持
に
ど
の
よ
う
な
違
い

が
生
じ
る
か
を
比
較
検
証

し
ま
し
た
。
真
冬
の
北
海

道
と
い
う
厳
し
い
自
然
環

境
の
中
で
行
わ
れ
た
本
実

験
は
、
現
実
的
か
つ
実
践

的
な
研
究
と
し
て
注
目
を

集
め
ま
し
た
。

　
学
会
発
表
後
、
研
究
チ

ー
ム
は
中
世
の
街
並
み
が

残
る
学
園
都
市
ボ
ロ
ー
ニ

ャ
を
訪
問
。
市
民
参
加
型

の
果
樹
園
を
含
む
「
ヴ
ィ

ッ
ラ
・
ギ
ジ
自
然
公
園
」

や
、
古
代
遺
跡
を
地
下
に

保
存
す
る
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

市
立
図
書
館
」
な
ど
を
視

察
し
、
人
と
自
然
、
文
化

が
共
生
す
る
社
会
の
姿
に

触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
南

北
に
長
い
イ
タ
リ
ア
の
気

候
の
多
様
性
に
注
目
し
、

現
地
で
熱
中
症
指
数
（
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
の
測
定
や
暑
熱

順
化
、
熱
中
症
対
策
に
関

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

も
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教

育
を
実
践
す
る
「
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
」
周
辺

を
訪
れ
、
地
域
住
民
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験

や
学
び
に
つ
い
て
話
を
伺

う
機
会
も
得
ま
し
た
。
都

市
に
お
い
て
も
自
然
や
多

文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
す
る
教
育
の
あ
り
方

は
、
日
本
の
教
育
現
場
に

お
け
る
自
然
体
験
の
意
義

を
再
考
す
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
回
の
雪
洞
実

験
は
来
年
２
月
６
日
か
ら

８
日
の
３
日
間
、
本
学
キ

ャ
ン
パ
ス
に
て
再
び
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
回

の
経
験
と
成
果
を
も
と

に
、
今
後
も
実
践
的
か
つ

学
際
的
な
学
び
を
深
め
て

ま
い
り
ま
す
。

幼児・児童教育学科 教授　田中一徳

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
雪
洞
実
験

成
果
を
国
際
学
会
で
報
告

―国際的な視点で深める探究―

　
成
績
最
優
秀
者
・
成
績

優
秀
者
制
度
は
、
健
康
に

し
て
学
業
人
物
と
も
に
優

秀
な
人
物
を
顕
彰
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
奨
学
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

　
６
月
５
日
に
本
学
で
証

書
授
与
式
を
行
い
、
受
賞

者
に
は
学
長
よ
り
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
、
奨
学
金
が

支
給
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
９
名
で
す
。

　
◆
成
績
最
優
秀
者
▽
国

文
学
科
　
篠
原
樹
▽
総
合

教
養
学
科
　
伊
藤
小
春
▽

幼
児
・
児
童
教
育
学
科
　

鑓
野
目
麻
夕

　
◆
成
績
優
秀
者
▽
国
文

学
科
　
工
藤
千
佳
、
中
山

凛
▽
総
合
教
養
学
科
　
小

林
響
太
郎
、
小
田
島
一
葉

▽
幼
児
・
児
童
教
育
学
科

中
川
光
悠
、
石
田
絆
良
々

「
あ

り
す

祭
」大

勢
の

来
場

者
で

に
ぎ
わ

う
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　学校法人国学院大学の

公式ホームページでは、傘

下各校の行事や取り組み

等を公開しています。　

　左記の二次元コードか

らぜひご覧ください。

成績最優秀
者に奨学金
本年度は９名が受賞

　
５
月

31日
、
岩
見
沢
市

で
「
源
氏
物
語
を
楽
し
む

会
『
げ
ん
じ
』
」
の
発
足

10周
年
を
記
念
し
た
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
の
代
表
を
つ
と
め
る

の
は
、
本
学
国
文
学
科
の

卒
業
生
・
田
村
恵
子
さ
ん
。

当
日
は
、
播
摩
光
壽
名
誉

教
授
に
よ
る
講
演
「
源
氏

物
語
と
六
条
院
を
め
ぐ
っ

て
」
が
行
わ
れ
、
会
場
に

は
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
講
演
会
は
、
源
氏
物
語

に
描
か
れ
る
六
条
院
に
つ

い
て
の
話
が
中
心
で
し

た
。
六
条
院
は
光
源
氏
の

住
ま
い
で
あ
り
、
物
語
の

中
で
重
要
な
舞
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
源
氏
物
語
は

三
部
構
成
で
、
特
に
第
一

部
は
「
本
伝
」
と「
別
伝
」

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
本

伝
は
紫
の
上
を
中
心
と
し

た
物
語
、
別
伝
は
玉
鬘
を

中
心
と
し
た
物
語
で
、
そ

れ
ぞ
れ
光
源
氏
と
頭
中
将

の
娘
の
半
生
が
描
か
れ
て

お
り
、
別
伝
と
本
伝
と
が

大
き
な
関
わ
り
を
持
た
な

い
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の

中
で
、
六
条
院
は
そ
の
両

方
に
登
場
し
、
物
語
同
士

を
つ
な
ぐ
よ
う
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
の
解
説

で
し
た
。
中
島
み
ゆ
き
さ

ん
の
「
糸
」
の
歌
詞
を
引

用
し
た
ま
と
め
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
源
氏
物

語
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

注
目
で
す
。
秋
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
田

村
さ
ん
所
有
の
平
安
時
代

の
装
束
を
実
際
に
着
ら
れ

る
体
験
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

10月

18日

に
は
同
会
に
て
本
学
渡
辺

開
紀
先
生
に
よ
る
講
演

「
目
で
見
て
学
ぶ
『
源
氏

物
語
』
少
女
巻
」
も
開
催

予
定
。
古
典
文
学
の
世
界

に
触
れ
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

が
満
載
で
す
。
（
国
文
学

科
２
年
／
松
尾
心
愛
）

　
７
月
６
日
、
学
生
支
援

企
画
初
と
な
る
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
へ
学
生

39名

と
教
職
員
３
名
で
訪
れ
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
対
東
北
楽
天
ゴ
ー

ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
試

合
を
観
戦
し
ま
し
た
。
序

盤
か
ら
波
乱
の
展
開
と
な

り
、
最
後
ま
で
目
の
離
せ

な
い
試
合
内
容
で
し
た
。

　
２
回
表
、
清
宮
幸
太
郎

選
手
の
悪
送
球
を
き
っ
か

け
に
楽
天
に
出
塁
を
許

し
、
そ
こ
か
ら
一
気
に
３

点
を
追
加
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
日
本
ハ
ム
を
応

援
し
て
い
た
私
は
、
正
直

か
な
り
焦
り
を
感
じ
ま
し

た
が
、
そ
の
直
後
の
２
回

裏
、
石
井
一
成
選
手
の
タ

イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
ま
ず

1点
を
返
す
と
、
続
い
て

レ
イ
エ
ス
選
手
が
満
塁
の

場
面
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放

ち
、
あ
っ
と
い
う
間
に
６

点
を
奪
っ
て
逆
転
に
成
功

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
こ

こ
で
打
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
場
面
で
の
一
発
。
レ

イ
エ
ス
選
手
の
勝
負
強
さ

に
は
本
当
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。
ま
さ
か
満
塁
ホ
ー

ム
ラ
ン
で
や
り
返
す
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
こ
の
日
の
試
合
で
一

番
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
回
裏
に
清
宮

選
手
が
決
勝
打
と
な
る
２

ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ

た
場
面
で
は
、
鳥
肌
が
立

ち
ま
し
た
。
最
終
的
に
日

本
ハ
ム
が
８
対
６
で
勝
利

し
、
見
事
に
３
連
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

を
訪
れ
る
の
は
今
回
が
２

回
目
で
、１
回
目
は
昨
年
、

地
元
千
葉
県
か
ら
友
人
と

２
人
で
北
海
道
旅
行
の
際

に
訪
れ
、
試
合
を
観
戦
し

ま
し
た
。
今
回
は
大
勢
の

仲
間
と
の
観
戦
と
い
う
こ

と
で
応
援
も
盛
り
上
が

り
、
参
加
し
た
仲
間
と
の

交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
内
容
の
濃
い

試
合
を
観
戦
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
滝
川
で
過
ご
す
２
年
間

で
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
北
海

道
な
ら
で
は
の
四
季
を
満

喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
国
文
学
科
１
年
／
樋
田

倫
玖
）

　
６
月

14日
、

15日
に
学

生
会
主
催
の
大
学
祭
「
あ

り
す
祭
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
生
た
ち
に
よ
る
模

擬
店
の
出
店
の
ほ
か
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
軽
音
部
の

演
奏
、
学
生
が
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
を
務
め
る
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
Ｇ
，
Ｓ
ｋ
ｙ
の
番
組

「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｙ
」
の
公
開
生

放
送
、
地
域
の
方
に
よ
る

歌
や
ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

14日
夜
に
は
恒
例
の
花

火
大
会
も
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
両
日
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、
た
く

さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
新
進
気
鋭
の
俳
人
堀
本
裕
樹
氏
、
歌
人
山
田
航
氏
と
と
も
に
、
歌
人
で
も
あ
る

本
学
国
文
学
科
教
授

月
岡
道
晴
が
句
会
「
Ｈ
ａ
ｉ
ｋ
ｕ
　
Ｂ
ａ
ｒ
」
、
歌
会
「
短

歌
の
庭
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
句
会
「
Ｈ
ａ
ｉ
ｋ
ｕ
　
Ｂ
ａ
ｒ
」
９
月

27日
（
土
）

18時
か
ら

　
会
場
／
ホ
テ
ル
三
浦
華
園
　
参
加
費
／
２
０
０
０
円
（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
歌
会
「
短
歌
の
庭
」
９
月

28日
（
日
）

13時
か
ら

　
会
場
／
紀
伊
國
屋
書
店
札
幌
本
店
イ
ン
ナ
ー
ガ
ー
デ
ン
　
参
加
費
／
無
料

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
は
８
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。

　
「
Ｈ
ａ
ｉ
ｋ
ｕ
　
Ｂ
ａ
ｒ
」
、
「
短
歌
の
庭
」
、
ど
ち
ら
も
事
前
に
題
に
よ
っ
て

作
品
を
提
出
し
、
好
き
な
作
品
に
投
票
し
て
、
句
会
・
歌
会
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
ど
う
せ
な
ら
こ
の
機
会
に
高
得
点
を
狙
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
①

２
章

仕
立

て
で

詠
め
！
　
短
歌
も
俳
句
も
一
作
品
を
二
つ
の
パ
ー
ト
で

詠
み
、
伝
え
た
い
趣
旨
を
で
き
る
だ
け
先
に
詠
ん
で
し
ま
う
と
、
わ
か
り
や
す
く
リ

ズ
ム
の
歯
切
れ
も
よ
く
な
り
ま
す
。
俳
句
な
ら
ば
、
ま
ず

12音
の
フ
レ
ー
ズ
を
先
に

作
っ
て
か
ら
そ
こ
に
５
音
の
季
語
を
つ
け
る
と
、
初
心
者
に
は
詠
み
や
す
い
で
し
ょ

う
。
〇
〇
〇
〇
〇
／
〔

12音
の
フ
レ
ー
ズ
〕
、
ま
た
は
〔

12音
の
フ
レ
ー
ズ
〕
／
〇

〇
〇
〇
〇
の
形
で
す
。
〇
〇
〇
〇
〇
に
「
青
嵐
」
や
「
稲
光
」
、
「
蝉
時
雨
」
な
ど

の
季
語
を
入
れ
ま
す
。
な
お
俳
句
の
場
合
、
フ
レ
ー
ズ
に
季
語
が
入
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
複
数
の
季
語
が
入
る
と
、
場
面
や
空
気
感
が
具
体
的
に
想
像
し
づ
ら

く
な
り
ま
す
。
季
語
は
歳
時
記
に
集
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
参
照
し
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

　
②

で
き

る
だ
け
具

体
的

・
映

像
的

に
！
　
例
え
ば
５
人
の
小
学
生
の
女

子
と
す
れ
ち
が
っ
た
と
し
ま
す
。
普
段
な
ら
私
た
ち
は
た
だ
そ
れ
だ
け
に
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、
詩
人
は
こ
れ
を
さ
ら
に
凝
視
し
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
子
の
一
人
は
指

に
怪
我
を
し
て
い
る
な
、
あ
あ
一
人
は
眼
帯
を
し
て
い
た
っ
け
と
気
が
付
き
ま
す
。

そ
れ
を
詠
み
取
っ
て
作
品
に
す
る
の
で
す
。
詩
歌
に
詠
む
と
は
、十
把
一
絡
げ
に「
女

子
」
と
括
っ
て
い
た
一
人
ひ
と
り
に
個
別
の
姿
を
与
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
真
実
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
掴
み
出
す
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て
掴
み
出
し
た
真
実

に
人
は
心
を
動
か
す
の
で
す
。
固
有
名
詞
を
利
用
す
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
漠
然
と
「
駅
」
と
言
う
よ
り
も
、
「
北
千
住
駅
」
と
言
う
と
、
駅
が
一
気
に
生

活
の
舞
台
と
し
て
動
き
出
し
ま
せ
ん
か
。
固
有
名
詞
に
は
そ
こ
に
人
々
が
重
ね
て
き

た
年
月
や
記
憶
、
生
活
感
が
膨
大
に
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
て

歌
人
・
俳
人
は
短
い
詩
の
世
界
を
何
十
倍
に
も
膨
ら
ま
せ
る
の
で
す
。

キャンパスアドベンチャー

プログラムで非認知能力

体育館で防災キャンプ

イタリア・リミニでＥＣＳＳ 2025

北海道の観光資源と経済活性の現場を体感


